
契 約 変 更 理 由 書 

神戸市 

工 事 名 相生町地区他雨水幹線改修工事 

＜契約変更後の工事概要＞ 

・管路施設改修工 1式  

・仮設工 1式  

 

＜工期延長後の工期＞ 

・完成期限 当初      令和9年 3月 31日 

      第一回変更   令和9年 7月 30日 

      当初からの延長 121日 

 

＜設計変更の理由＞ 

本工事は、老朽化した雨水幹線において、管内目視調査（劣化調査）により確認された

不具合について、施設の安全性能の保持を主な目的として、現状の流下能力を保持した補

修（内面補修）を行うものである。以下の理由により変更が生じる。 

① 現地詳細調査※により劣化状況を確認した結果、当初設計より施工範囲及び施工厚が 

増えた。また、過年度の現地調査結果を基に当初施工範囲を決定していたが、昨年度

の全国特別重点調査によって隣接する管路において、速やかに対策が必要な劣化箇所

（緊急度Ⅰ）を確認した。本工事に追加して施工することが効率的であるため、断面

修復工（左官工法）を増工する。 

② 断面修復工（左官工法）を予定していた箇所のうち、車道から管渠上部までの土被り

が 30 ㎝と浅く、床版厚みも 15～20cm のため、床版(W=3.0m)の損傷が著しい箇所につ

いては、劣化部除去（斫り作業）を行わず施工可能な内面補修工（フローリング工法、

□3000×1100㎜）に変更する。当初設計の斫り込み深さ3㎝であったが、思いのほか

劣化が進行していたため、斫り込み深さを9㎝とする必要がある。 

土被り（舗装厚）が30㎝と床版厚(残り）11㎝では、輪荷重に耐えられない恐れがあ

るため、工法の変更を行う。 

※当初設計時の調査と異なり、詳細調査では露筋等が発生している要施工箇所を打音調査

等により、コンクリートの浮き具合を確認した。今後、コンクリートの浮いている箇所 

については斫り落としを行い、断面修復を行う。 

 

＜工期延長の理由＞ 

上記の施工数量増に伴い施工日数も増え、121日の工期延長を行う。 


